
 

検査の種類 当院の実際の値 

CT 撮影 

82ｍGy（CT 線量指標） 3.0ｍSv（被ばく線量） 

18ｍGy（CT 線量指標） 13.5ｍSv（被ばく線量） 

核医学検査 放射性医薬品ごとの値（全国一律で 0.5-15ｍSv） 

PET 検査 投与量 185MBｑで被ばく線量は 3.5ｍSv 

0.01 mSv 

1000 mSv 

100 mSv 

10 mSv 

1 mSv 

0.1 mSv 

胸の X 線 
集団検診/1 回 

CT 検査/1 回 

PET 検査/1 回 

日本 
2.1 ｍSv/年 

インド 
ケララ（観光地） 

チェンナイ（インド第 4 の都市:人口 865 万人） 

イラン 
ラムサール 

（カスピ海沿岸のリゾート地） 

参考資料 医療と自然放射線からの被ばく 

出典：放射線医学総合研究所（一部改変） 

ブラジル 
ガラパリ 

（人気の観光地・リゾートタウン） 

世界の高自然放射線地域の被ばく

線量と比較すると、医療被ばく量は

それほど高いものではないことが

分かります。 

東京-ニューヨーク（往復） 
（高度による宇宙線の増加） 

自然放射線からの被ばく  

日常生活をする中で、私たちは知らず知らずのうちに放射線を受けています。宇宙から、大地から、食物や

空気中のラドンなど、自然由来の放射性物質から受ける被ばくは、合計すると年間で世界平均では 2.4 ミリ

シーベルト、日本平均では 2.1 ミリシーベルトになります。 

出典：2008 年国連科学委員会報告、原子力安全研究協会「新版 生活環境放射線」（2011 年） 

影響 しきい値

白血球（リンパ球）減少 250ｍSv

悪心・吐気・嘔吐 1000ｍSv

一時不妊　男性 100ｍSv

　　　　　女性 650-1500ｍSv

永久不妊　男性 3500-6000ｍSv

　　　　　女性 2500-6000ｍSv

脱毛 3000ｍSv

皮膚の紅斑 3000ｍSv

白内障 2000ｍSv
（ICRP Publ.28(1978),41(1984),60(1991),62(1991)より）

確定的影響としきい値
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確定的影響としきい値

      
当院 

放射線の影響 

放射線の人への影響には、一定の被ばく量を超えると発生する影響（確定的影響といいます）と被ばく量が多く

なればなるほど発生する確率が増える影響（確率的影響といいます）の 2 種類があります。前者には脱毛や皮膚

の発赤などがあり、後者には発癌や遺伝的影響があります。ただ、人においては遺伝的影響があるとは証明され

ていません。 
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（ICRP Publ. 28(1978), 41(1984), 60(1991), 62(1991) より)

大気 0.48 ｍSv 大地 0.33
ｍSv

宇宙 0.3
ｍSv

食品 0.99 ｍSv

自 然 放 射 線 2.1ｍSv

わたしたちが1年間に受ける自然放射線1人当たりの年間線量 （日本平均）

内部被ばく 外部被ばく


